













A Study on the consideration about reasonable accommodations of the junior high 
school Budo lesson for the inclusive physical education 
― Interview survey to a junior high school Budo special teacher ―
キーワード：インクルーシブ体育，合理的配慮，中学校，武道授業
Abstract：Japan ratified the Convention on the Rights of Persons with Disabilities in 2014. It 
was shown the necessity of striving for offer of reasonable accommodations was shown towards 
construction of an inclusive education system which both the children with disorders and the 
children without disorders study together. In this research, the interview to the Budo special 
teachers of a junior high school was tried for the purpose of considering reasonable accommodations 
concretely about the actual condition and accommodations of the student who shows difficulty in 
a junior high school Budo lesson. It seemed that moreover, the teacher felt dilemma for offering 
individual accommodations in instruction of a class.
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授業 .250 子 .321
場面 .182 言う .250
お子さん .182 相撲 .196
思う .171 今 .177
剣道 .147 情緒 .174
生活 .147 普通 .167
話 .147 知的 .152
分かる .143 体 .152
意味 .132 全く .149
関係 .111 走る .149
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部員がモデルになることで生徒同士の相互学習が成り
立つなど，剣道経験者である部員の存在が大きいこと
が述べられていた。
・ そういった理解が苦手な子たちも，今は少し取り組
みやすくなっているかなと。そういう経験者がいな
い時というのは，私が打つ。ある生徒が受けるとい
う場面でも，もう受けることすらできないし。だか
ら，見本を見せたくても，両者の動きをいっぺんに
説明できない。片方ずつの説明になり。じゃあ，実
際に打っていた瞬間は，こっちはどうなっている
の，みたいな。その場面というのは，今はすごい苦
労を感じていないんですけど，部員がいないときに
それがすごい大変だったです。
　合理的配慮を提供した事例としては，下肢麻痺の生
徒への対応が挙げられた。表１－１に示すように，体
育の取り組みについて入学時の保護者との面談，授業
開始前の本人との面談のプロセスを経て，室内用装具
での対応が決定されるとともに，授業時に生じた障害
の症状からくる問題についても専用の用具の使用で対
応できた事例であった。周りと同じようにしたいとい
う本人の気持ちを大事にし，本人とともに考えるとい
う姿勢で対応している様子が窺える。
・ 最初から決めてしまうと本人のプライドが傷つくの
で，決めずに「じゃあ，ちょっとやってみようや。
まずは。分からんから」と。そのなかで，「じゃあ
声かけるな」という話をして。…１番デリケートな
時期でもあるし，多感な時期でも。特に，もしかし
たら劣等感を抱えているかもしれませんし，自尊感
情とかを育んでやる指導のほうがいいのかなと。…
保護者の方も，そのようにしてほしいということ
だったので。
　Ｂ教諭の場合は，小集団であるものの，通常学級在
籍の配慮が必要な生徒と，「知的」，「情緒」の特別支
援学級の生徒と合同で体育授業が実施されるため，支
援の必要な生徒の割合が非常に多く，個々の実態も大
きく異なる状況であった。そのため，教員が個々の
「子」の特性を把握し苦慮しながらも，身体を動かす
ことは好き，相撲は好きと言った個々の生徒の興味を
理解した声かけを「言って」対応していた。
・ 知的（学級）の子は，友だちが入ってしてみると，
立った感じですり足みたいなことはするんですけ
ど。
・ 情緒（学級）の子に関しては，情緒の子は今回，相
撲は好きだったんです。
・ 1,500メートルとかしても走れるんだけど，この子
を抜かすとジーッと止まって動かないです。その子
も２学期，相撲とかが全く嫌で，もうしたくない。
支援ではないんですけど。
・ それで，（地区の）大会も連れて行ったんです。も
う１人の知的の子も，相撲好きだから。いいからも
う，まず補欠で連れて行って，１人様子を見させ
て。最初団体があるので，経験がないことは嫌がる
んですよ。まず，他の子を出させておいて，「大丈
夫じゃろ」言って出させて勝ちましたから。
　教員一人での授業であり，生徒同士の相互学習が難
しい生徒特性であるため，地域の相撲大会で相撲のモ
デルをみせて生徒が取り組むきっかけを作るなど地域
資源を生かした取り組みの工夫が見られる。
　しかし，様々な生徒が混在する武道授業の実施とそ
の評価についてはジレンマを感じている様子が窺え
た。
・ その子に合わせたそれなりの評価。細かい観点がこ
うで，ここまで達成したから評価こうではなくて，
大きい目で見て，その子が頑張っていれば成績もそ
れなりの評価をしてやって。
・ そういう意味では，全てを評価に。意欲，関心，態
度，健康，安全。このへんを全て評価しないといけ
ないのは，難しいと思います。
・ 活動の時間が30分あるかどうか。最後まとめをし
て。昔だったら，どれだけ運動量を確保したかとい
うのが，体育だったらいいと言われていたのが，今
はそれに向けてのまとめや評価のことをしないとい
けないと言ったらなかなかやはり。さらに，Ｂ教諭
からは，様々な保護者がいるため，教師・学校と本
人・保護者の合意形成を図ることの厳しさについて
も述べられた。
・ 保護者がそういう意味で厳しかったらよけい厳しい
です。そういう学校現場というのは厳しいです。誰
が担任しても，誰が持っても，言われることは一緒
です。
・ 特に中学校は，全てやらないといけない。担任から
全て，そういう学級業務からやりながらするのが当
たり前なのかもしれないですけど。
　以上より，Ａ教諭，Ｂ教諭とも授業技量を有する武
道専門教員であるが，学校特性，生徒特性，地域特性
の違いにより，武道授業で感じている困難さや対応は
大きく異なっていた。しかしながら，両教諭とも，中
学生というデリケートな時期の生徒に対して，自尊感
情をはぐくむ指導，頑張りを認める指導を心がけてい
241
る点は共通してた。インクルーシブ体育において，障
害児，健常児双方の運動技能の向上を目指すベテラン
教師のジレンマ（金山他，2011）は，本インタビュー
調査においても示唆された。
Ⅴ．おわりに
　本研究では，中学校武道授業における合理的配慮の
検討のための手がかりを得ることを目的に，中学校武
道専門教員が感じる生徒の指導上の困難さや工夫につ
いて事例的に検討した。本事例からは，武道授業にお
ける特別な支援や配慮に関する具体性のある情報の収
集と分析が，学校特性，生徒特性，地域資源等との関
連性を踏まえて行われる必要があることを指摘するこ
とができる。また，生徒，保護者とともに，合理的配
慮を提供し授業を実践する教員の意識についても検討
する必要があろう。　
　障害のある生徒にとっては，格闘技的スポーツであ
る武道授業は固有の困難さが生じるものと考えられる
が，その一方，武道は対人的運動形態を通して自己の
判断力を養い，相手を尊重する教育課題を担える教材
であり（木原，2011），彼らにとっても重要な学びの
場となる可能性も秘めている。そのため，武道授業の
必修化においては，その最初から，多様な生徒の参加
を前提としたインクルーシブ体育に向けて，教員の武
道指導の授業技量とともに特別支援教育の技量につい
ても高めていくことが課題と考えられる。
　障害のある生徒の困難さを明らかにし，それへの対
応として提供された合理的配慮を体系化することによ
り，障害のある生徒とない生徒の混在する授業に直面
している教師に，武道授業における合理的配慮の具体
的提案や新たな教材の提案ができると考えられる。こ
のことは，障害のある生徒，障害のない生徒双方によ
りよい学びとなるような武道授業の可能性を開く点で
意義があろう。
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